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　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　「
エザーフェをとらない繭置詞
（α）az
Az　vezffrat　ma‘z報shod。「彼は大臣を解任された」　ここで「大臣」に異象名詞vaz賛でなく，
一　91　一
抽象名＃ll　vezEratが胴いられることに注意する必要がある。岡様に
　B♂‘砺viyat－e－hei’at　entekh訪sheδ．　「彼は委員会のメンバーに選出された」（115頁）。「メ
ンバー一、」‘04vでなく，その抽象名詞「メンバーシップ」に当る語が粥いられている。
　Az　daryaft．　e－　kaghak－　e－tffn　masrffr　gashtam．「貴翰落手，欣快に存じ候」maasrifr　gashtafi
「うれしく思う」ISkhWoshhal　shodanの文語的表現である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　111頁脚注にあるとおり，kheshtは「日乾煉瓦」，これに対し「焼成煉瓦」は司erという。
　（b）b蚕
　mokhalef　b記a琵「反罵であるAの舛，　movafeq　b記an「賛成であるjも，この前置詞をとる。
　（c｝bar
　afzfidan「ふえる」の対はkEstan（k6h）「へる」で，前置詞azをとる。
　（e＞beh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　ve｝kharj￥「薯移」の構成は，　vel「霞由な，気ままな」十kharl「消費J　x「ぜいたくな」。これ
に抽象名詞化の一1がついたもの。
　beh　khod蚕「神の名において，神に誓ってj
　basteh　btidanヂ関る」はbas亡e郎dEshtan「関係をもっ」と嗣義。
　圭a‘neh　zadan「ひやかす，からかう」はmatalak　goftanともいう。
　（i）dar
　shesh　gaz　dar　ehahffr「横六ギャズ，縦四ギャズ〔の四角形〕j　gazは長さの単位で約1メート
ノレ（259頁）0
　119頁3節　エザーフェをとる前置詞
　0驚h必ずしも「離」でなく，「のそば，のところ」，120頁のnazdと岡義。
　sar－　e－　mYz　「机に向かって〔椅子にかけて〕」，　r9－ye－zamYn「床の上に〔坐って｝」の対。　sar－e
－ ke塩sは「授業中」。なお「私たちは坐っていた」は，　mineshastimよりiteshasteh　bitdimがよい。
　ta　灘語でよく用いられ，エザーフェもとらない。　tft　FrrrsT「ペルシア語で」，文語的にはbeh
F翫rs駅
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　12　　課
　この課は，ペルシア語にとって非常に重要で，他の言語にそれに相当するものがないためわかり
にくい辞加rfをまとめて説明してある。即ち一i’；エザーフェ，一癒である。
　一τ
　（α）　　名舞町自勺　（124－128頁）
　　（i｝　名詞にっいて形容詞を作る一r
　Yazd「ヤズド」→YazdT「ヤズドの，ヤズドの人」
　この一・　fはほとんどいかなる語や餐据こもつけられて便利である（125更）。例えばδδtomaR￥「2トマ
一　92　一
一
ン（20リアル〉の〔物〕」
　124頁の地名の説明
　Savehテヘランの西南の町
　Rei　テヘランの東南郊外
　Marv（Merv）　ソ連トゥルクメン共和国の都市，現在の地名は「マリ」
　入v♂　一一つはカズヴィンとハマダンの中問の町，現在はAvalと呼ばれる。もう一っはサーヴェ地
方の村，Abehとも呼ばれる。マルコ・ポーロ旅行記にS蚕veh，　K蚕s矯Rとともに繊てくる。
　Dehlr　インドの都市デリーDelhi
　S￥s　tan　イラン東南部からアフガニスタン臨南部にかけての地域，古名Segc蕊伽。
　人各の説明
　Nader　ShEh　Af＄har（1688－1747，在位1736－47）サファヴィー朝のあとイランを支配し，イン
ドにも攻め入った。アジアにおける最後の征服養といわれる。
　Ya‘q葡ebn－e－Lel§－e－§af猿rτ　サッファール朝のレイスの子ヤアクーブ。サッファ～ノレ朝は9
世紀後半，ターヒル朝に次ぐアッバース朝下のKラン人政権。「サッファール」は「銅細工人」の
意。
　　（li）形容詞について名詞を作る一T
　mehrabffn「親切な」一一・mehrabffnr「親切」
　　（lli＞不定を示す・・1　これにはストレスがないことに注意。
　hafteh．・r　chandヂ数週聞」，　sa1－r　dδ「二年ほど」は，いずれも古典的用法で，環代語ではそれ
ぞれchand　hafteh，　dδs田という。
　なお一石がついて副詞的に使われることがある。hafteh－？面rUz「一週に二H」，　sff1－r　yak　mar・
tab♂「一年に一園」など。
　この不定の一了はある種のニュアンスを与えるものである。それがどんなものかは125頁下から127
頁上までをよく読むこと。とくに126頁下半分，否定動詞とともに罵いられること，cheh「何」に
続く名詞（単・複とも）につくことを覚えておくとよい。
　127頁下から次頁上にかけては，－rのつかない場合，即ち物が総称的に用いられるときには㌶がっ
かないことが述べられている。
　　⑪V）関係代名詞的一丁　これもストレスなし。mard－T　keh………「・・……・の男」
　ペルシア文を発音するに当って，－rにストレスをおくかおかないかは重要なことである。あらか
じめ文中のバの性質を以上の説明により四つに分類し，前こ二春ならストレスあり，後二者はなしと，
明確に区別して発音しなければならない。それが誤ると聞き手に意味が通じないことがある。
　（b）　動言司臼勺　（128頁）
　　（D　二人称単数語尾　説明略
　　Gi）古典的馬法において過去形に附けられ，条件または継続を示す，現代ではbayest一了にだけ
一　93
　　　　残っている。
　xザーフェ（128－13e頁）
　これはペルシア語でもっとも面倒な辞である。即ちたいていの場合，文字に表れず，しかも詞と
詞をっなぐための必須のものである。文章を読むに当ってエザーフェを入れないと，全く意昧が通
じない。エザーフェについては，つける場合と，つけない場合と，両方をわきまえなければならな
いo
　つける場合
　（α）所　有　ketab－e－pesar「その少年の本」
㈲形容　磁ard－e－khab「よい男」
　（c）前置詞にっく　posht－e・－kh蚕neh「家のうしろ」
　（d）親子関係　Rosta　m－　e－　Za｝「ザールの子ロスタム」（シャー・ナーメの主入公）
　（e）距離　dah　farsakhr－　ye・一　Esfahan「イスファハンから10ファルサフ」
　（∫）岡格　Ya‘q輪一e－peighambar「預言者ヤアクーブ」
その他の例をいくつか加える。
　Khanem－e－YEmEda「山田夫人j
　b琵htar－e．marδom「たいていの人Zr　j
　prr－e－mard「老翁」
　っけない場合　　　つけない場所を⑭で示す
　fn　nou‘⑭kh灘eh　「この種の家」
　ha磁♂⑭rah「道中ずっと」
　dδmetr⑭goud冨「ニメートルの深さ」
　yak　1TvEn⑭訪「グラス～杯の水」
　la庸b－e一爾百一ye－Bahma籍⑭Nakhost　Vaz費「総理大臣パフマン氏」
その地の例をいくつか挙げる。
　slb⑭zamThi「じゃがいも」
　孚碑eb⑭khEneh「家主」
口語で早く発音するときエザーフェがおちる。Daneshgah⑭Tehran　lテヘラン大学」
親族関係を示す複合語にエザーフェがつかないことは，第10課7節（b）の説明で述べた。
なお次の相違に注意すること。
　hameh　一・　ye－　sEl「一一年中」
　hameh⑭S田「毎年」，　har　s田1こ同じ。
　＿r資　（130－132頁）
　4頁第三課6節にいう，“ペルシア語には格変化はなく，限定名詞が動詞の直接員的なら，このこ
とは接尾譜一語を附捕することによって示される”と。ド彼はその本をketab－ra私にくれた」
一　94　一
　本課131頁の説明では，口語ペルシア語ではこれの使用に多少の許容があるとし，次の例文を挙げ
る。
　Kodam　ketab－　ra　m正hw蕊羅？　「どの本が要るのですか」
　Raft　ketRb－r－ra　bel｛harad．　「彼はある本を買いに行った」
　第一一一一の例文でのぜ五は単に直接欝的を添すためである。第二の例文では，本書に説明があるように，
keh　lazem　dasht「彼が必要とした」という節が省略されている，つまり「ある本」が何らかの限
定を受けていると考えるべきであろう。
　古典文ではこれは与格を示すのにも馬いられた。
　U－rffδ6　pesar　b灘．「彼には二人の子があった」
　この用法はアフガニスタンに残っている。例えば，Ma一蛮bedeh．「私にくれ」（イランでは，Beh
man　bedeh．　という）
　なお，まれではあるが次の用法もある。
　Emraz．ra　chandEn　kffr・・i　na一翻ram．　f今日は私は大して用がなv＞　j　emrfiz「今口」だけでll［1
詞として充分なのに，一・　rdをつけたのは，「昨臼や明日はともかく，今日ばかりは」という風に，「今
目」を強めるためである。
　132頁4節は程度の大なることを袈す旬で，格式ばった表現であり，手紙文などによく用いられる。
　「私は感謝の完全kamEl－e－emtenEnをもっている」（私は大変感謝している）
　「彼は二苦しみの極端na聴yat－e－sakhtlの中で生活している」
　「幸福の極端・ah翫y・t－e－・1・h“’・sh麟でj　i
　133頁5節からヱ35頁ヱ0節までは複数を扱っている。中でもとく1こ重要なのは7節以後で，ここで
は単数形・複数形の区別が述べられている。
　7節　「イランにはよい果物があります」　「果物」には色々な種類があるので，m￥veh　－haと
複数になる。
　8節　総称的表環の場合，入間は複数形，その他は単数形をとる。
　総称的に使われた名詞が述語であるとき，実際には複数でも単数形をとる。
　「我々はすべて神のしもべである」，「しもべ」band♂は単数形。
　総称的に使われた名詞がエザーフェで前の名詞と結ばれる場合は，複数形となる。
　「このことは子供のやることだ」，「子供」bachcheh　一一hEは複数形，「やること」矯rは単数形と
なる。
　9節　多くの名詞がva，o「そして」でつながっていると，それらの名詞は単数形である。
　「大臣も代議士も将校も僧侶も，みな出庸していた」　（出席者の種類に重きをおき，その入数を
考えていないからである）
　10節　その他，理論上複数でも単数形をとる場合，つぎの例文の下線部。
　「みんなの肩面shには重い荷があった」
95
　「彼らは盤‘ag灘ehを変えたj
　「我々は手紙kEghataを交換した」
　17節は，単数で形容詞である語が複数で名詞になるという説明である。
　bozorg「大きい」→bozorg一蚕n「偉人たち」　（133頁5節）
　bazdttsht　shodeh「郷留された」一＋bazdasht　shode－g撫「被揮留・者たち」（144頁2節b）
　‘引em「学識ある」→‘o圭amざ秩9識入層」（アラビア語的複数，226頁19節b）
　18節　発音も意昧もよく似た単語を二つ並べるのは，ペルシア語でしばしば用いられる修辞であ
る。欝本語に訳するにもなるべくその感じを出すようにしたい。
　もakota曲百　「たったひとりj
　besyttr　o　brshomar「多数で無数」
　20節　va，　o「そして」について本書では五つの胴法を挙げてあるが，「そして」だけの意昧を知っ
ていれば充分である。
　（d｝Gol　ham了h　panj　rgz　o　shesh　bashad．「花はわずか五，六臼しかない」（ゴレスターン）
　これは古典的用法であって，現代文では「五，六M」のことをpaRj　shesh癬zという。40頁8節
にいうように，おおよその数をいうにはそれらの数を並べるだけでよく，その閥にo「そして」や
頭「または」を入れない。「二，三」はdδsehという。
　なおvaとoとの使いわけであるが，意味がかなり密接につながっていればo，そうでないときは
vaとする。
　r嚢z　o　shab　「昼と夜」
　Amad　va　az　ma　khodabafeZI　kard．　「彼はやって来て，我々に別れを告げた」
　語釈
　to　compare　A　with　B（128頁）　「AとBを比べてその相違に気をつける」　ここでは，－Tのあ
るなしによる違い，即ちmard「一一入前の男」が総称的に用いられているのに対し，　mar㌫τmes1－
e－shomrr「あなたのような人」が限定的に用いられているという相違に注膠せよ，ということであ
る。
96　一
